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推 進 編 

 

１ 景観計画区域の概要 

関ケ原町では、特徴ある景観が各地に存在していることから、それぞれの景観的価値

の重要度を勘案して、町全域を「景観計画区域」、重点的に眺望景観の保全・活用を図

る「重要眺望区域」、重点的に景観まちづくりを推進する「重点区域※）」とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 届出対象行為 

関ケ原町の良好な景観を保全・形成を図るため、景観計画区域および重要眺望区域で

は、行為の制限を定め、景観の保全・形成に大きな影響を及ぼす可能性のある行為を届

出対象とします。 

届出対象行為 届出対象とする範囲 

建築物の建築等 

・建築物の新築、増築、改築若しくは移

転、外観を変更することとなる修繕

若しくは模様替又は色彩の変更 

○高さ 10m以上、又は延床面積 500㎡以上 

〇上記の規模を超える建築物の外観を変更することとな

る修繕、又は模様替若しくは色彩の変更で、その範囲が

外観の変更１／２以上のもの 

工作物の建設等 

・工作物の新設、増築、改築若しくは移

転、外観を変更することとなる修繕

若しくは模様替又は色彩の変更 

○高さ 10m以上 

〇上記の規模を超える工作物の外観を変更することとな

る形状又は色彩の変更で、その範囲が外観の変更１／

２以上のもの 

〇高さ 5m以上かつ長さ 10m以上の擁壁 

〇出力５０キロワット以上の太陽光発電設備 

開発行為 〇1,000㎡以上 

土地の開墾等 〇1,000㎡以上 

木竹の伐採等 〇1,000㎡以上 

屋外における土石等の堆積 ○500㎡以上 

重点的に景観形成 
を図る区域 
「重点区域」 

重点区域 

重要な眺望を 
保全する区域 
「重要眺望区域」 

＋上乗せ基準 

重要眺望区域 

＋上乗せ基準 

景観計画区域 

景観計画区域＝町全域 

<区域の設定と景観形成基準の考え方> 

【良好な景観形成に関する方針】 

方針１ 「古戦場のまち」としての景観の形成・保全 

方針２ 東西を結ぶ景観の形成・保全 

方針３ 「自然・暮らし」の中から形成される文化的な景観の形成・保全 

方針４ 関ケ原町を活かす眺望景観の保全 

※ 本計画では、候補地の選定までとする。 



 

-

 

 



 

-

 

 

 



 

-

 

 



 

-

 

 



 

-

 



 

-




